
 

 

  

雨
中
の
平
和
行
進
出
発
式 

荒
天
の
中
、
６
月
３０
日
午
前
１１
時

３０
分
、
国
民
平
和
大
行
進
の
リ
レ
ー

旗
が
奈
良
県
の
代
表
者
か
ら
大
阪
府

側
に
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。
奈
良
県

の
代
表
者
の
中
に
は
河
戸
憲
次
郎
・

奈
良
県
平
和
委
員
会
理
事
長
の
姿
も

あ
り
ま
し
た
。 

そ
の
後
柏
原
市
役
所
前
の
大
和
川

河
川
敷
で
大
阪
の
出
発
式
が
１
０
０

人
の
参
加
で
開
か
れ
ま
し
た
。 

 

出
発
式
で
は
ま
ず
、
２
０
２
０
年

国
民
平
和
大
行
進
大
阪
実
行
委
員
会

を
代
表
し
て
、
新
婦
人
大
阪
府
本
部

会
長
の
杉
本
和
さ
ん
か
ら
の
挨
拶
、

冨
宅
正
浩
・
柏
原
市
長
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
紹
介
、
日
本
共
産
党
か
ら
宮

本
た
け
し
前
衆
議
院
議
員
の
連
帯
挨

拶(

写
真)

が
あ
り
ま
し
た
。 

今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
全
国
行

進
者
・
国
際
青
年
行
進
は
中
止
、
府
内 

通
し
行
進
者
も
な
し
と
な
り
ま
し
た
。 

出
発
式
後
、
吉
田
一
江
事
務
局
次

長
は
「
大
阪
平
和
委
員
会
」
の
幟
を
持

ち
八
尾
市
役
所
経
由
東
大
阪
市
役
所

ま
で
歩
き
ま
し
た
。 

     

 

住
吉
公
園
～
大
阪
城
公
園
行
進 

７
月
４
日
の
国
民
平
和
大
行
進
は
、

住
吉
区
役
所
を
出
発
し
、
昼
過
ぎ
に

大
阪
城
公
園
教
育
塔
前
に
到
着
し
ま

し
た
。 

こ
の
コ
ー
ス
に
は
東
住
吉
、
天
王

寺
平
和
委
員
会
の
仲
間
が
雨
に
も
負

け
ず
多
数
参
加
し
ま
し
た
。
東
住
吉

平
和
委
員
会
は
幟
を
持
っ
て
の
初
参

加
と
な
り
ま
し
た
。 

高
槻
、
茨
木
市
で
市
長
と
懇
談 

７
月
６
日
は
行
進
は
な
く
、
自
治

体
訪
問
と
駅
頭
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
が

中
心
と
な
り
ま
し
た
。 

高
槻
市
で
は
、
濱
田
剛
史
市
長
と

和
気
あ
い
あ
い
の
懇
談
と
な
り
ま
し

た
。 

次
い
で
高
槻
駅
前
で
４０
人
で
ス
タ
ン

デ
ィ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。 

茨
木
市
で
も
福
岡
洋
一
市
長
と
懇

談
、
市
長
は
快
く
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際

署
名
に
賛
同
し
ま
し
た
。 

摂
津
市
で
は
、
森
山
一
正
市
長
か

ら
ペ
ナ
ン
ト
と
賛
助
金
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
集
会
に
は
３０
人
が
参
加
し

ま
し
た
。 

池
田
市
か
ら
兵
庫
県
へ
引
継
ぎ 

７
月
７
日
池
田
市
役
所
前
で
は
１

５
０
人
で
集
会
。 

冨
田
裕
樹
池
田
市

長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
危
機
管
理
課
長

の
西
田
忠
由
さ
ん
が
紹
介
し
た
あ
と
、

市
議
会
副
議
長
の
日
本
共
産
党
・
山

元
建
議
員
（
平
和
委
員
会
会
員
）
が
多

田
隆
議
長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
代
読
。
。  

 

最
後
に
、
新
日
本
婦
人
の
会
池
田

の
斎
藤
さ
ん
が
歓
迎
の
挨
拶
。
行
進

に
は
８０
人
が
参
加
し
、
行
進
途
中
、

石
橋
ま
で
の
網
の
目
と
合
流
し
活
気

の
あ
る
行
進
と
な
り
ま
し
た
。
川
西

市
役
所
に
正
午
過
ぎ
に
到
着
。 

大
阪
の
行
進
団
を
代
表
し
て
大
阪

実
行
委
員
会
代
表
委
員
の
川
辺
和
宏

さ
ん
が
挨
拶
を
述
べ
兵
庫
県
へ
引
継

ぎ
ま
し
た
。 

   

大
阪
平
和
委
員
会
は
、
「
３
密
」
に

気
を
つ
け
な
が
ら
、
７
月
１５
日
正
午

か
ら
近
鉄
上
本
町
駅
前
で
沖
縄
連
帯

行
動
を
７
人
で
実
施
。
辺
野
古
新
基

地
建
設
反
対
署
名
３１
筆
と
カ
ン
パ
千

円
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た 

 

上
羽
治
雄
事
務
局
長
と
う
た
ご
え

協
議
会
の
立
川
孝
信
さ
ん
が
マ
イ
ク

で
「
沖
縄
の
米
軍
基
地
で
は
コ
ロ
ナ

感
染
が
米
兵
百
人
の
間
に
拡
大
。
基

地
と
フ
ェ
ン
ス
一
枚
隔
て
た
生
活
を

強
い
ら
れ
て
い
る
県
民
の
間
に
不
安

や
怒
り
の
声
が
渦
巻
い
て
い
る
」「
辺

野
古
基
地
建
設
は
や
め
そ
の
費
用

２
・
５
兆
円(

沖
縄
県
試
算)

を
コ
ロ

ナ
対
策
に
回
せ
」
と
訴
え
る
と
、
男
子

高
校
は
じ
め
若
い
人
達
が
次
々
に
署

名
に
応
じ
、
今
ま
で
の
「
頑
張
っ
て
や
」

で
は
な
く
「
頑
張
り
ま
し
ょ
う
」
と
連

帯
の
言
葉
を
寄
せ
て
く
れ
ま
し
た
。 

 

       

   

 
          

青
年
年
学
生
部
・
青
年
協
議
会
の

６
月
定
例
会
が
「
ゴ
ジ
ラ
と
反
核
運

動
」
と
題
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
約

３
カ
月
ぶ
り
の
定
例
会
で
、
９
名
が

が
参
加
し
ま
し
た
。 

初
代
の
怪
獣
映
画
「
ゴ
ジ
ラ
」
を
鑑

賞
し
た
後
、
青
年
会
員
が
当
時
の
時

代
背
景
や
各
シ
ー
ン
に
込
め
ら
れ
た

政
治
性
な
ど
を
解
説
し
、
全
員
で
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。 

   

コ
ロ
ナ
禍
で
困
っ
て
い
る
薬
剤
師

さ
ん
の
相
談
に
乗
り
、
会
員
に
な
っ

て
も
ら
う
な
ど
都
島
平
和
の
会
の
上

野
登
喜
子
会
長
ら
役
員
の
「
仲
間
増

や
し
」
が
止
ま
り
ま
せ
ん
。 

以
下
は
、
そ
の
上
野
会
長
か
ら
の

レ
ポ
ー
ト
で
す
。 

９
月
総
会
ま
で
に
百
人
の
会
に
！ 

 

お
よ
そ
１
年
ぶ
り
に
会
員
拡
大
を

始
め
た
こ
と
に
な
る
。
５
カ
月
間
は

コ
ロ
ナ
禍
が
あ
っ
た
に
し
て
も
こ
の

停
滞
ぶ
り
は
ど
う
な
ん
だ
？
自
ら
の

責
任
問
題
だ
。
名
簿
を
送
っ
て
も
ら

い
会
計
さ
ん
任
せ
に
し
て
い
た
こ
と

を
反
省
し
こ
れ
か
ら
組
織
部
と
し
て

責
任
を
も
つ
こ
と
に
し
た
。
大
阪
平

和
委
員
会
か
ら
も
ど
ん
ど
ん
動
き
が

伝
わ
る
フ
ァ
ッ
ク
ス
が
来
る
。 

 

コ
ロ
ナ
禍
の
不
安
や
給
付
金
の
申

し
込
み
方
な
ど
要
求
も
あ
る
が
、
憲

法
改
悪
を
狙
う
危
険
な
安
倍
政
権
へ

の
た
た
か
い
に
対
し
て
同
感
で
き
る

人
が
多
く
、
平
和
の
会
の
話
を
す
れ

ば
イ
ヤ
と
い
う
人
は
な
く
動
け
ば
増

え
る
。
成
果
を
上
げ
た
会
員
は
ま
だ

４
人
で
あ
る
が
、
こ
の
２
週
間
で
１２

の
新
会
員
を
迎
え
た
。 

 

役
員
会
で
は
会
員
に
よ
び
か
け
て

行
動
し
よ
う
、
１
カ
月
１０
人
を
！
と

の
目
標
で
次
期
総
会
１
０
０
人
で
迎

え
る
目
標
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。 

 

  

第
５６
回
全
関
西
機
関
紙
コ
ン
ク
ー

ル
の
審
査
発
表
が
あ
り
、
大
阪
平
和

委
員
会
の
地
域
組
織
の
新
聞
が
市
民

新
聞
部
門
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。 

《
特
別
賞
》 

☆
読
ま
せ
る
平
和
情
報
賞 

「
八
尾
平
和
新
聞
」 

《
入
選
》
東
住
吉
平
和
委
員
会
の 

「
Ｐ
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｅ 

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
」 

《
佳
作
》
西
淀
川
平
和
委
員
会
の

「
平
和
だ
よ
り
」
と
旭
区
平
和

の
会
の
「
旭
区
平
和
委
員
会
ニ

ュ
ー
ス
」 

     

コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
府
内
平
和
行
進 

結
成
７０

周
年
記
念
レ
セ
プ
シ

ョ
ン 

 

２０２０年７月２５日（土曜日） 

 2237 号 

青
年
協「
ゴ
ジ
ラ
」鑑
賞 

 

大
反
響
の
沖
縄
連
帯
行
動 

 

 

 

機
関
紙
コ
ン
ク
ー
ル
で
健
闘 

 

 

都
島
生
活
相
談
で
拡
大 

 

 

＊
前
月
号
１
面
の
記
事
中
の
瀬

長
和
男
さ
ん
の
苗
字
を
瀬
永
と

誤
記
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
訂
正

し
、
お
詫
び
し
ま
す
。 

 

 



 

 

  

大
阪
ミ
ナ
ミ
平
和
委
員
会
は
、
６
月

２１
日
布
施
祐
仁
「
平
和
新
聞
編
集
長
を

講
師
と
し
て
「
～
安
保
改
定
６０
年
～
教

え
て
編
集
長
！ 

ア
ン
ポ
っ
て
な
に
？
」

を
テ
ー
マ
に
３４
人
で
オ
ン
ラ
イ
ン
学

習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

以
下
は
、
中
村
玉
枝
・
大
阪
平
和
委

員
会
副
理
事
長
の
参
加
感
想
文
で
す
。 

 
―

「
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
」
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
な
る

も
の
を
次
男
に
設
定
し
て
も
ら
っ
て
、

初
め
て
参
加
し
た
。 

１
９
５
１
年
に
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
講
和
条
約
と
同
時
に
、
一
方
的
に
基

地
提
供
を
義
務
付
け
た
旧
安
保
条
約

は
、
諸
悪
の
根
源
と
さ
れ
て
き
た
。
旧

安
保
条
約
の
原
案
は
、
カ
ー
タ
ー･

Ｂ･

マ
グ
ル
ー
ダ
ー
陸
軍
少
将(

の
ち
に
朝

鮮
国
連
軍
司
令
官)

が
書
い
た
。
米
国

務
省
は
「
長
期
占
領
で
日
本
国
民
の
反

発
無
く
西
側
陣
営
に
止
め
る
た
め
に

は
講
和
条
約
の
締
結
が
必
要
」
と
し
、

国
防
省
・
米
軍
の
「
基
地
使
用
権
利
の

継
続
が
必
要
」
と
日
本
の
主
権
回
復
を

次
期
尚
早
と
し
た
。 

１
９
４
９
年
１０
月
中
華
人
民
共
和

国
の
建
国
宣
言
、
１
９
５
０
年
６
月
北

の
侵
攻
に
よ
り
朝
鮮
戦
争
開
戦
、
朝
鮮

国
連
軍
司
令
部
は
日
本
に
置
か
れ
、
１

９
５
１
年
１
月
講
和
条
約
と
安
保
条

約
の
交
渉
ス
タ
ー
ト
。
米
代
表
ダ
レ
ス

特
使
は
「
我
々
は
日
本
に
、
我
々
が
望 

       

む
だ
け
の
軍
隊
を
、
望
む
場
所
に
、
望

む
期
間
だ
け
駐
留
さ
せ
る
権
利
を
獲

得
で
き
る
だ
ろ
う
か
？
こ
れ
が
根
本

的
な
問
題
で
あ
る
」
と
言
っ
た
。
日
本

の
国
土
を
ア
メ
リ
カ
の
戦
争
拠
点
と

し
て
自
由
に
使
用
す
る
だ
け
で
な
く
、

日
本
に
戦
争
協
力
さ
せ
よ
う
と
し
て

い
た
。
（
既
に
さ
せ
ら
れ
て
い
た
）
自

衛
隊
前
身
の
警
察
予
備
隊
も
朝
鮮
戦

争
さ
な
か
の
１
９
５
０
年
８
月
に
作

ら
れ
た
！
吉
田
・
ア
チ
ソ
ン
交
換
公
文

(

１
９
５
１
／
９
／
８)

で
、
国
連
の
軍

事
活
動
に
参
加
す
る
軍
隊(

米
軍)

へ

の
施
設
と
役
務
の
提
供
を
約
束→

１

９
５
４
年
に
、
朝
鮮
国
連
軍
地
位
協
定

を
締
結
、
現
在
も
キ
ャ
ン
プ
座
間
、
横

須
賀
海
軍
施
設
、
佐
世
保
海
軍
基
地
、

横
田
、
嘉
手
納
、
普
天
間
飛
行
場
、
ホ

ワ
イ
ト
ビ
ー
チ
の
７
つ
の
米
軍
基
地

が
朝
鮮
国
連
軍
の
基
地
に
指
定
さ
れ

て
い
る
。 

こ
の
よ
う
な
日
米
と
韓
米
地
位
協

定
は
、
世
界
一
従
属
的
な
地
位
協
定
で

あ
り
、
と
も
に
朝
鮮
戦
争
か
ら
生
ま
れ
、

い
ま
だ
に
「
戦
時
」
の
地
位
協
定
と
し

て
存
在
し
て
い
る
。 

今
後
、
①
朝
鮮
戦
争
の
終
結(

平
和

協
定)

②
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
よ
う
な
多
国

間
紛
争
を
予
防
す
る
平
和
協
力
の
枠

組
み
を
作
る
③
米
中
の
競
争
を
「
新

冷
戦
」
に
さ
せ
な
い
努
力
が
必
要
と

締
め
く
く
ら
れ
た
。 

   ―

岩
本
悟
青
年
協
議
長
の
報
告―

 

７
月
１１
日
１３
時
か
ら
１７
時
ま
で

日
本
平
和
委
員
会
の
全
国
常
任
理
事

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン

で
開
催
さ
れ
、
事
務
局
含
め
２６
名
が

参
加
。
議
題
は
全
国
大
会
方
針
・
提

案
に
つ
い
て
。
小
手
先
の
論
陣
で
は

な
く
、
武
力
に
よ
ら
な
い
平
和
の
構

築
（
自
衛
隊
問
題
へ
の
踏
み
込
み
）

を
積
極
的
に
今
こ
そ
平
和
委
員
会
が

先
頭
に
な
っ
て
議
論
・
提
示
す
る
と

き
。
今
議
案
で
は
環
境
問
題
に
つ
い

て
記
載
、
基
地
建
設
に
よ
る
環
境
破

壊
は
、
基
本
的
人
権
の
「
自
由
権
」

「
社
会
権
」
の
侵
害
で
あ
り
、
そ
う

い
う
角
度
か
ら
で
も
『
憲
法
を
武
器

に
し
て
た
た
か
う
』
こ
と
が
で
き

る
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
観
点
は
男

女
平
等
と
い
う
こ
と
に
留
ま
ら
ず
、

平
和
・
軍
縮
の
た
め
に
は
欠
か
せ
な

い
観
点
で
あ
り
平
和
の
基
本
課
題
、

グ
テ
ー
レ
ス
国
連
事
務
総
長
も
そ
う

言
っ
て
い
る
と
い
う
議
論
か
ら
開

始
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の
青
年
の
実
態
、

例
え
ば
職
場
で
コ
ロ
ナ
に
罹
患
し
た

人
が
い
じ
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
や
、

周
り
の
人
が
コ
ロ
ナ
で
亡
く
な
っ
て

集
ま
っ
て
活
動
を
す
る
こ
と
へ
の
嫌

悪
感
が
あ
る
が
、
嫌
悪
感
を
持
つ
自

分
が
嫌
に
な
る
と
い
っ
た
葛
藤
も
共 

有
さ
れ
ま
し
た
。 

世
界
の
あ
り
か
た
が
大
き
く
変
わ

る
今
、「
軍
事
力
で
は
な
く
平
和
で

解
決
」
と
訴
え
続
け
て
き
た
平
和
委

員
会
の
出
番
。「
理
想
論
」
と
言
わ

れ
続
け
て
き
た
が
、
今
や
「
平
和
」 

         
が
必
要
で
あ
り
、
不
可
欠
と
気
付
い 

て
い
る
人
が
多
い
。
思
い
っ
き
り
仲

間
増
や
し
を
す
る
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る

（
川
田
常
任
理
事
）。
と
い
う
提
起

も
出
さ
れ
ま
し
た
。 

上
羽
さ
ん
か
ら
は
、
こ
の
１０
年
間

で
１１
の
基
礎
組
織
を
つ
く
っ
て
き
た

経
験
を
も
と
に
、
あ
ら
た
め
て
会
員

拡
大
に
は
基
礎
組
織
建
設
が
重
要
で

あ
る
こ
と
。
そ
れ
か
ら
、
日
常
活
動

で
は
役
員
向
け
の
「
推
進
ニ
ュ
ー

ス
」
で
役
員
ど
う
し
の
情
報
共
有
、

励
ま
し
や
つ
な
が
り
が
推
進
力
に
な

る
こ
と
が
共
有
さ
れ
ま
し
た
。 

お
も
し
ろ
コ
ー
ナ
ー 

フ
ク
ち
ゃ
ん
の
時
事
回
文 

 

コ
ロ
ナ
禍
で
中
小
企
業
や
個
人
事

業
主
は
、
収
入
激
減
で
明
日
が
ど
う

な
る
か
わ
か
ら
な
い
不
安
を
抱
え
る

毎
日
。
そ
れ
を
救
済
す
る
た
め
に
創

ら
れ
た
「
持
続
化
給
付
金
事
業
」
。 

ふ
た
を
開
け
れ
ば
経
済
産
業
省

（
国
）
が
、
得
体
の
し
れ
な
い
サ
ー
ビ

ス
デ
ザ
イ
ン
推
進
協
議
会
（
サ
推
協
）

へ
全
額
委
託
し
そ
れ
を
更
に
電
通
に

再
委
託
。
更
に
外
注
を
重
ね
、
サ
推
協

や
電
通
は
何
も
し
な
い
で
中
抜
き
で
、

百
億
の
手
数
料
を
得
る
と
い
う
ふ
ざ

け
た
シ
ス
テ
ム
。
コ
ロ
ナ
禍
の
霞
が

関
を
跋
扈
す
る
火
事
場
泥
棒
！  

「
試
し
た
気
で
撃
つ
ん
で
出
来
ぬ

か
な
中
抜
き
で
電
通
出
来
た
！
占
め

た
！
」 

（
た
め
し
た
き
で
う
つ
ん
で
で
き

ぬ
か
な
な
か
ぬ
き
で
で
ん
つ
う
で
き

た
し
め
た
） 

そ
う
は
さ
せ
ぬ 

こ
の
顛
末
を
う

や
む
や
に
さ
せ
て
は
な
ら
ぬ
！ 

な
に
わ
男 
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機
関
紙
コ
ン
ク
ー
ル
で
健
闘 

 

「
ア
ン
ポ
っ
て
何
？
」
学
習
会

周
回
習
首
魁 

安
保
青
年
協
「
ゴ
ジ
ラ
」

鑑
賞 

 

全
国
常
任
理
事
会
開
催 

 

 

【８月の行事案内】  
６日(木) オンライン世界大会(希望者は原水協へ申込み) 

世界大会大阪集会 19：00エルおおさか南館 5F 

９日（日）核兵器なくそう宣伝 10：30～11：00 

JR天王寺東口/なんば高島屋前 11：02 黙祷 

10日(祝)  青年学生部・青年協総会 11：00 当事務所 

14日(金)  沖縄連帯行動 12：00 近鉄上本町駅頭 

21日(金)  大阪安保 23行動 12：00 淀屋橋 

22日(土)  憲法会議総会 14：00 エルおおさか南館 5F 

29日(土) 女性委員会企画 14：00 大阪市立社会福祉センター 

【コロナ禍の中で読んだ小説】 

① ダニエル・デフォー「ペスト」―ロンドンがペストの襲撃を

受けた１６６５年の記録。ロンドン市当局は、３５５年後の

安倍政権よりよほど徹底した市民救済策を講じました。 

② A.マンゾーニ「いいなづけ」―イタリアの小説。ペスト禍を

生き延びた青年レンツォとルチーアの波乱万丈のラブストー

リー。良心的な宗教者が二人を応援する姿が好ましい。 

③ ジョゼ・サラマーゴ「白の闇」―原因不明の失明が主人公の

眼科医をはじめ次々と伝染していくディストピア小説… 

  

 

 


